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成果の内容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

愛知県中山間地域の水田は谷間に散在し面積が狭いため、少量であっても産地

の特性を生かして差別化、高付加価値化できる糯米の生産や、これを利用した農

産加工品の製造に向く品種の開発が望まれていました。

本県中山間地域での生産に適しており、おこわや草餅などの特色ある農産加工品の

開発により、地域振興への貢献が期待できます。

現在中山間地域で多く栽培されている「ココノエモチ」より、白くて柔らかく、

粘りの強い餅ができます。

収穫時期は中山間地域で９月下旬になりますが、収量は「ココノエモチ」より約

１割多く、いもち病に強いという特性を持っています。

「中部糯１１０号」の生育状況
（左：ココノエモチ、右：中部糯１１０号）

のし餅のサンプル
（左：ココノエモチ、右：中部糯１１０号）

【本品種は農林水産省指定試験事業で開発しました】
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